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住民すベてが/ 
満ち足りていた/ 
ので戦争や革命は 
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病気や事故にょ7 
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我々の科学では [ 
どぅする事もできず 〆 
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前の週交通事故にぁ 
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おまけに内血病の疑 
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報道機関さえ ハ 

自由に使用さして 
くれれば簡単な事さ 
人民なんてものは 
マスコミによって 
どぅにでも左右できる 
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ハルコの講演が 
終ると同時に 
人々は感激の涙を 
目に浮かべ 
自分が R 星の 
ためスウ n ウナル 
ギ セイとなることを 
ハルコの足元に 
ひれふして 
誓ぅのであった 
等等云々 
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ママ もすすめるノ 
坊やも大好き 
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だまされたに 
しろ住民が 
死ぬことに 
喜びを感じて 
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おまえは 
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当然のごとく享受 
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それを「感謝」等 
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こまかしている 
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これでいいの 
地球へ帰る 
必要はない 


目的が 

塞せられた今 
もはや地球へ 
帰る必要は 
まつたくない 


念願通り 
R 星の宝玉は 
全部掌中に 
おさめた… 


この 
宝石類 

全部私の 
ものだ/ 









+ 誌三月号つりたくにこ作品「美徳の栄え」の中で、次の誤植がありましたのでお註びいたします。( 1集部)一五九頁二段 目「おまえが自 t - 封 rfi *® J * i - になるけど」 
六六 頁下段 「かくてマダム•ハルコは、美徳の星(この説明は次回) R 星べ、地球最初の星賓としておもむくのである」 同最下段の予告 「宇宙人国旅行記」 









非難の投書の山に埋もれながら黙々と書き続けた「マダム.ハルコ J これをもって終了致し 
ます。なお「宇宙人国旅行記 J という題に少々こじつけがあった事をお詫びします。 

1967 . 12 . 24 



